
未来の世代が安心して住み続けられる地域を守るために――

宮田の環境を守る会通信
私たちは、宮田村大久保区に民間事業者が計画している、

放射性物質を含む廃棄物最終処分場の建設に断固反対します！
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会員の皆様におかれましては、ご清栄のこととお喜びを申し上げます。
この度「宮田の環境を守る会」の会長を退任することとなりました。
「宮田の環境を守る会」が発足して約5年、皆様にご協力いただき反対運動を

続けることが出来ました。
10万人の署名活動、各種の学習会など、皆様のご協力がなければできませ

んでした。心中より御礼申し上げます。

現在の状況は、村が用地を買取る方向で、裁判所に調停を申立てていますが、
先行きは不透明です。最終処分場建設阻止のため宮井新会長のもと結束をお
願いいたします。
長い間大変お世話になりました。

田中前会長 退任あいさつ

宮井新会長 就任あいさつ

この度、田中会長に代わり「宮田の環境を守る会」の会長になりました宮井で
す。どうぞよろしくお願いいたします。

会の発足以来、前会長には「最終処分場の建設絶対反対」という目標の下で
反対運動の先頭に立って頂き多方面の活動を本当に感謝しております。
この戦いは会員皆様の多大なる支援が必要です。

私はまだまだ力不足でございます。運動を進めて行く、そのために皆様の力が
必要です。皆様と一緒になって先方の建設断念を勝取るべき活動をしてまいり
ます。

どうか、今後とも宮田村の将来のため、子供たちの安心安全を守るため、引続
き皆様のお力添えをお願いいたします。

コロナ禍の自粛で２０２０年度体制が決まりませんでしたが、6月26日役員
会、7月15日全体会議(書面決議）で新体制が決まりました。
発足当初から5年間会長を務めました前村議の田中一男さん（大田切）が退

任、新会長として宮井訓さん（村議、大久保）が就任しました。



反対署名１１万人にあと一息
【現在・・109,839人分】

さらなる上積みに取り組んでいきます！！

故郷の自然を守る反対運動は続きます

「放射能を含む廃棄物から子供たちと大
久保の自然を守る住民の会」が2019年度よ
り「認定NPO法人 高木仁三郎市民科学基
金」から助成を受けて地下水・河川水調査
に参加、協力しています。

7月11日にWEB会議にて2019年度成果報
告会に参加しました。

活 動報告

2020年は、地下水、河川水の調査に
加え、大気、土壌調査を開始を予定
しています。

宮田の環境を守る会ウェブサイト移転のお知らせ
ウェブサイトの充実を図るため、下記のURLでリニューアルしました！!
【新ウェブサイトURL】https://miyadakankyo.jimdofree.com/

2020年度役員体制

発行：宮田村の環境を守る会

会長：宮井 訓(村議会）
miyadakankyo@gmall.com

全体会議 委員総数65名
（村内各種団体代表者等で構成）
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